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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 21日 (2006.11.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ７ 】
元 デ ー タ 、 乱 数 、 分 割 デ ー タ 、 分 割 数 お よ び 処 理 単 位 ビ ッ ト 長 を そ れ ぞ れ S,R,D,nお よ び b
で 表 す と と も に 、 変 数 と し て i(=1～ n)お よ び j(=1～ n-1)を 用 い て 複 数 (n-1)個 の 元 部 分 デ
ー タ 、 複 数 (n-1)個 の 乱 数 部 分 デ ー タ 、 複 数 (n)個 の 分 割 デ ー タ お よ び 各 分 割 デ ー タ の 複 数
(n-1)個 の 分 割 部 分 デ ー タ の そ れ ぞ れ の う ち の １ つ を そ れ ぞ れ S(j),R(j),D(i)お よ び D(i,j
)で 表 わ し 、 変 数 jを １ か ら n-1ま で 変 え て 、 各 元 部 分 デ ー タ S(j)を 元 デ ー タ Sの b× (j-1)+1
ビ ッ ト 目 か ら bビ ッ ト 分 の デ ー タ と し て 作 成 し 、 U[n,n]を
ｎ × n行 列 で i行 j列 の 値 u(i,j)が
　 　 i+j≦ n+1 の と き  u(i,j)=1
　 　 i+j＞ n+1　 の と き  u(i,j)=0
で あ る 行 列 と し 、 P[n,n]を n× n行 列 で i行 j列 の 値 p(i,j)が
　 　 j=i+1　 　 の と き  p(i,j)=1
　 　 i= ,j=  　 の と き  p(i,j)=1
　 　 上 記 以 外 の と き 　 p(i,j)=0
で あ る 行 列 と し た と き 、 c(j,i,k)を (n-1)× (n-1)行 列 で あ る U[n-1,n-1]× P[n-1,n-1]＾ (j
-1)の i行 k列 の 値 と 定 義 し 、 た だ し U[n-1,n-1]× P[n-1,n-1]＾ (j-1)と は 行 列 U[n-1,n-1]と
j-1個 の P[n-1,n-1]の 積 を 表 し 、 Q(j,i,k)を c(j,i,k)=1の と き 、 Q(j,i,k)=R(k)、 c(j,i,k)
=0の と き 、 Q(j,i,k)=0 と 定 義 し た と き 、 各 分 割 部 分 デ ー タ D(i,j)を 、 変 数 iを １ か ら nま
で 変 え な が ら 各 変 数 iに お い て 変 数 jを １ か ら n-1ま で 変 え て 、 i<nの と き 、
【 数 １ 】
　
　
　
と し 、 i=nの と き 、
　 　 D(i,j)=R(j)
と し て 生 成 す る 、 た だ し
【 数 ２ 】
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＊ は 排 他 的 論 理 和 演 算 を 表 す 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の デ ー タ 分 割 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 元 デ ー タ 、 乱 数 、 分 割 デ ー タ 、 分 割 数 お よ び 処 理 単 位 ビ ッ ト 長 を そ れ
ぞ れ S,R,D,nお よ び bで 表 す と と も に 、 変 数 と し て i(=1～ n)お よ び j(=1～ n-1)を 用 い て 複 数
(n-1)個 の 元 部 分 デ ー タ 、 複 数 (n-1)個 の 乱 数 部 分 デ ー タ 、 複 数 (n)個 の 分 割 デ ー タ お よ び
各 分 割 デ ー タ の 複 数 (n-1)個 の 分 割 部 分 デ ー タ の そ れ ぞ れ の う ち の １ つ を そ れ ぞ れ S(j),R(
j),D(i)お よ び D(i,j)で 表 わ し 、 変 数 jを １ か ら n-1ま で 変 え て 、 各 元 部 分 デ ー タ S(j)を 元
デ ー タ Sの b× (j-1)+1ビ ッ ト 目 か ら bビ ッ ト 分 の デ ー タ と し て 作 成 し 、 U[n,n]を
ｎ × n行 列 で i行 j列 の 値 u(i,j)が
　 　 i+j≦ n+1 の と き  u(i,j)=1
　 　 i+j＞ n+1　 の と き  u(i,j)=0
で あ る 行 列 と し 、 P[n,n]を n× n行 列 で i行 j列 の 値 p(i,j)が
　 　 j=i+1　 　 の と き  p(i,j)=1
　 　 i= ,j=  　 の と き  p(i,j)=1
　 　 上 記 以 外 の と き 　 p(i,j)=0
で あ る 行 列 と し た と き 、 c(j,i,k)を (n-1)× (n-1)行 列 で あ る U[n-1,n-1]× P[n-1,n-1]＾ (j
-1)の i行 k列 の 値 と 定 義 し 、 た だ し U[n-1,n-1]× P[n-1,n-1]＾ (j-1)と は 行 列 U[n-1,n-1]と
j-1個 の P[n-1,n-1]の 積 を 表 し 、 Q(j,i,k)を c(j,i,k)=1の と き 、 Q(j,i,k)=R(k),c(j,i,k)=
0の と き 、 Q(j,i,k)=0 と 定 義 し た と き 、 各 分 割 部 分 デ ー タ D(i,j)を 、 変 数 iを １ か ら nま で
変 え な が ら 各 変 数 iに お い て 変 数 jを １ か ら n-1ま で 変 え て 、 i<nの と き 、
【 数 ３ 】
　
　
　
と し 、 i=nの と き 、
　 　 D(i,j)=R(j)
と し て 生 成 す る 、 た だ し
【 数 ４ 】
　
　
　
＊ は 排 他 的 論 理 和 演 算 を 表 す 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ ４ ） P[n,n]と は 、 n× n行 列 で あ っ て 、 i行 j列 の 値 を p(i,j)で 表 す と 、
　 　 j=i+1　 　 の と き  p(i,j)=1
　 　 i= ,j=  　 の と き  p(i,j)=1
　 　 上 記 以 外 の と き 　 p(i,j)=0
で あ る 行 列 を 意 味 す る も の と し 、 「 回 転 行 列 」 と い う こ と と す る 。 具 体 的 に は 下 記 の よ う
な 行 列 で あ り 、 他 の 行 列 の 右 側 か ら か け る と 当 該 他 の 行 列 の １ 列 目 を ２ 列 目 へ 、 ２ 列 目 を
３ 列 目 へ 、 … ,n-1列 目 を n列 目 へ 、 n列 目 を １ 列 目 へ 移 動 さ せ る 作 用 が あ る 。 つ ま り 、 行 列
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Pを 他 の 行 列 に 右 側 か ら 複 数 回 か け る と 、 そ の 回 数 分 だ け 各 列 を 右 方 向 へ 回 転 さ せ る よ う
に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
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